
近
年
、集
中
豪
雨
や
台
風
の
大

型
化
な
ど
、全
国
各
地
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
村
も
例
外
で
は
な
く
、過
去
に
は

大
水
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。

災
害
は
、い
つ
、ど
こ
で
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、

防
災
力
と
地
域
力
。日
ご
ろ
か
ら
一

人
一
人
が
防
災
の
意
識
を
持
ち
、地

域
が
一
体
と
な
っ
て
備
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。防
災
の
主
役
は
、地
域

住
民
な
の
で
す
。

　
毎
年
、日
本
各
地
で
土
砂
災
害

や
水
害
が
発
生
し
、被
害
を
受
け

た
と
い
う
ニュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
災
害
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
情
報
や
、ち
ょっ
と
し
た
知
識
を

身
に
着
け
て
い
れ
ば
事
前
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
ご
ろ
か

ら
の
備
え
が
、一
人
一
人
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
集
中
豪
雨
や
台
風
は
、襲
来
時

期
や
規
模
を
あ
る
程
度
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
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タ
ー
ネ
ッ
ト
で
最
新
の
気
象
情

報
を
チ
ェッ
ク
し
、早
め
に
行
動
す

る
こ
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が
大
切
で
す
。

　
長
雨
や
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雨
の
と
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に
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よ
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な
現
象
を
確
認
し
た
ら
早
め
に

避
難
し
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災
機
関
に
通
報
し
ま

し
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う
。ま
た
、危
険
が
切
迫
し
て
い

る
と
き
や
避
難
が
困
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な
場
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は
、

崖
地
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ら
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た
部
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や
２
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ま
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・
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・
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や
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が
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は
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や
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に
す
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の

現
場
に
向
か
う
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と
は
で
き
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、地

域
住
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が
協
力
し
、連
携
し
て
地
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の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
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が
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主
防
災
組
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の
役
割
で
す
。

あ
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た
と
あ
な
た
の
ま
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を
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る
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に
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災
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を
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積
極
的
に
参
加
し
、「
災
害
に

強
い
ま
ち
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
住
民
自
身
が
協
力
し
て
自
分
た

ち
の
身
を
守
る「
共
助
」。こ
れ
が
地

域
を
守
る
最
も
効
果
的
な
方
法
で

あ
り
、防
災
の
要
で
す
。

　
住
ん
で
い
る
地
域
が
昔
ど
ん
な

場
所
だ
っ
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の
か
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ん
な
災
害
が
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て
い
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の
か
な
ど
、昔
か
ら
そ
の

地
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に
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ん
で
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る
人
が
よ
く
知
っ

て
い
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す
。地
域
の
特
性
を
把
握
し

た
う
え
で
、住
民
同
士
で
災
害
に
備

え
る
こ
と
が
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要
で
す
。

　
災
害
時
は
、隣
近
所
の
人
た
ち

と
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し
て
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち

を
救
助
・
救
援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
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ん
。そ
の
た
め
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会
な
ど
で
組
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れ
る「
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主
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災
組
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役
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の
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地
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が「
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の
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は
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で
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の
も
と
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的
に
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活

動
を
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知
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の
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。
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は
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。
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ホームページやFMおおむら、おおむらケー
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両などでお知らせします。避難する前に必ず
安全対策課へお問い合わせください。
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の
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あらかじめ確認しましょう

昭
和
32
年

市
街
地
は
水
没
し
た…

昭和32年7月25日
死者19人
1日の降雨量732ミリ
1時間の最大雨量140ミリ

写真は水主町付近

防災特集

！

！ ！

！！

！

↑松並1丁目町内会自主防災組織
の訓練。地域住民が一体となって
年に１回防災訓練を行っています。
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1時間の最大雨量140ミリ

写真は水主町付近

防災特集
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↑松並1丁目町内会自主防災組織
の訓練。地域住民が一体となって
年に１回防災訓練を行っています。
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